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１．はじめに
　これまでに，図画工作科の表現や鑑賞の学習を充実
させる上で，鑑賞の授業に美術館で有効に働いた鑑賞
支援プログラムを参考にした活動を取り入れることの
有効性について検証してきた１）。また，形や色などの造
形的な要素に対する直観的な気付きを理解したり獲得
したりする上で，言語活動を重視した鑑賞の授業を行
うことの有効性について検証してきた２）。これらは，従
来の獲得型学習観に基づき，授業で知識や技能を獲得
するという点において一定の効果があることを実証し
たといえる。しかし，それは，子どもと作品（教材）
に対して教師がどのような手立てを打つかという視点
から捉えたものであって，その他の視点である，子ど
もと子ども，子どもと作品（教材），子どもと教師など
がどのような相互作用をなして授業が構成されている
か，また，感覚を働かせて作品のよさや美しさを感じ
取る上で，どのような効果があるのかという点につい
ては検証されていない。
　そこで，状況的学習観３）に基づき，授業を捉えるこ
とで，子どもと子ども，子どもと作品（教材），子どもと
教師などがどのような相互作用をなして授業が構成さ
れているか，また，感覚を働かせて作品のよさや美し
さを感じ取る上での，効果や課題について明らかにす
ることができると考えた。そして，そこから導かれた
課題を解決していくことで，より効果的な図画工作科
の鑑賞の授業のあり方について提案できると考えた。
　研究の方法は，まず，獲得型学習観と状況的学習観
について比較をする。次に，パーソンズの認知発達段
階と，先行研究を確認した上で，状況的学習観に基づい
た授業の捉え方を構想する。その後に，本稿筆者の鑑
賞の授業を実践し，子どもがどのようなやりとりを行
い，鑑賞活動を行っているのかを，子どもの発話と動
画の記録，質問紙から分析し，それぞれの相互作用を
明らかにする。そして，その中の課題を指摘し，より効
果的な鑑賞の授業のあり方を探っていくこととする。
２．獲得型学習観と状況的学習観の比較
　従来の獲得型学習観とは，「学習」という人間の知的
な営みを「知識や技能の獲得の行為」として捉えた学習
観のことである。この学習観では，学習という営みを
個人的なものとして捉えているため，個人における知
識や技能の獲得をいかに効率よく行うかを学習の目標
としている。そのため，このような学習観に基づいた
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授業を考えた場合，教師は知識や技能の提供者として，
与える知識や技能を体系的に整理して教材を用意し，
効率よく知識や技能を獲得させることが求められる。
　それに対して状況的学習観は，「学習」は実践共同体
への参加を繰り返す過程で意味が形作られる「正統的
周辺参加」として捉えた学習観のことである。実践共
同体とは，子どもたちが互いに関わって協同で課題解
決に取り組み，その過程で友達の考えなどを認識して，
受け入れながら同化していく範囲を共有する共同体の
ことである。そして，実践共同体への参加を繰り返す
ことで，子どもたちは共同体の活動にのめり込み，や
がて「十全参加」を果たすようになっている。この学
習観では，学習は知や学びを問い直すことや，捉え直
すこと，新しい自分に出会うこと等と捉えているため，
知ることの再構成的発見や学習のプロセスを味わうこ
とを学習の目標としている。そのため，このような学
習観に基づいて授業を捉えた場合，教師は子どもたち
が実践共同体に参加できるようにすることが必須要件
になる。そして，参加した子どもたちの知・学びを再
構成する同伴者になることが求められる。
　以上，これまでの記述をまとめると，以下の［表１］
のようになる。これは，形部育子の作成した学習観の
比較表（獲得型・徒弟的・協同的学習観）４）を参考に筆
者が作成した。
表１　獲得型学習観と状況的学習観の比較
獲得型学習観 状況的学習観
学習 知識や技能の獲得 正統的周辺参加
知識・
技能
既存の知識や技能を所
有するもの
表現することを含めた
知識や技能の再構築・
創造
教師 知識や技能の提供者 知・学びを再構成する
同伴者
学習の
目標
教育の効率化 知ることの再構成的発
見，学習のプロセスを
味わうこと
学習者 同じ知識や技能を与え
られる受容器
様々な参加様態が許さ
れた参加者
３．パーソンズの「五つの認知発達段階」
　パーソンズは，以下のように，芸術の理解を五つの
認知発達段階に識別した５）。認知発達理論については
ピアジェから，道徳性の発達段階についてはコール
バーグから，大きな影響を受けている。
○第一段階「お気に入り」
　絵に直観的な喜びを感じること。色に強く魅せられ
たり，題材に勝手な思い入れをしたりすること。心理
学的には，他人の見方をほとんど意識しない段階。美
術の優劣の観念が欠如している。
○第二段階「美とリアリズム」
　表現の観念を軸に系統的にまとめられる。心理学的
には暗黙のうちに他人の見方を考慮に入れている段
階。美術の優劣は，何かを正確に描かれているという
ことで決まる。
○第三段階「表出力」
　洞察を軸に感情の表出力が扱われる。心理学的には
他人の経験の内面性に対する新たな認識や他人の特殊
な思想と，感情を把握できる新たな能力に拠っている
段階。絵画に描かれた人々や状況に感情移入すること
ができる。
○第四段階「様式とフォルム」
　絵の意義は個人的に達成されるというよりはむし
ろ，社会的に達成されたものとしている。心理学的に
は伝統という視野を全体として受け入れることができ
るようになっている段階。
○第五段階「自律性」
　芸術作品の意味を構成する伝統的な概念と価値に判
断を下すのは，個々人の義務であるとしている。心理
学的には通念に対する疑問を提起する能力と，それら
の疑問に答えるだけの力をもつものとして自我を理解
する能力とを必要とする段階。
　状況的学習観に基づいた鑑賞の学習において，子ど
もの認知の状態を把握するためにパーソンズの認知発
達段階を参照する。その際，国立教育政策研究所教育
課程研究センター発行の「評価規準の作成，評価方法
等の工夫改善のための参考資料」６）を踏まえ，図画工作
科の鑑賞では，第二段階と第三段階を参照することが
妥当だと考えた。
４．先行研究について
　「状況的実践としての鑑賞―美術館における子ども
の鑑賞活動の分析―」において奥村高明は，美術館に
おける子どもの鑑賞行為について，次のように述べて
いる。
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　「子どもたちの鑑賞活動は，個人の単純な感受や理解
というよりも社会的に組織化された協同的な相互行為
であった。そこでは参加者や道具等が並置され，お互
いがお互いを環境とする相互行為空間がつくり出され
ていた。その中で『名作』が生まれ，自分であること
が成立していた。７）」
　「『状況的学習論』再考：教育実践と研究への新たな
可能性」において窪田光男は，次のように述べている。
　「状況的学習論からの示唆は，学習者が自ら学ぶ環境
を計画するために何がなされるべきかについて考える
多くの材料を提供する点にある。８）」
　以上のことから，奥村が明らかにした「相互行為空
間の中で生まれた『名作』」について，図画工作科の鑑
賞においても成り立つのか状況的学習観に基づき検証
する。また，窪田が明らかにした「学習者が自ら学ぶ
環境を計画するために何がなされるべきか」という視
点から，図画工作科の鑑賞の授業の新たな仮説を提示
する。
５．実践題材の概要
　授業は，状況的学習観に基づき，図画工作科の鑑賞
の学習を構想した。その際，活動と学習環境を次のよ
うに設定した。
　活動は導入で課題を与え，その後は鑑賞の過程に
沿って課題を解決していく「主体的な鑑賞活動のプロ
セス」に沿ったものとする。「主体的な鑑賞活動のプロ
セス」とは，奥村の指摘した主体的に鑑賞する活動９）
になるように，新井哲夫の試作した鑑賞活動のプロセ
ス10）の前に，子どもたちに鑑賞活動をする上での課題
を設定したものである。
【主体的な鑑賞活動のプロセス】
①　「課題を知る」
　→なぜこの作品は○○なのだろうか。
②　「作品や作品を見ることに対して興味・関心を抱
く」
　→自分の気に入った作品を選ぶ。
③　「直観的に見る」
　→絵について自分なりによさや美しさを漠然と感じ
る。
④　「分析的に見る。」
　→友達と協力しながら絵に表されている形や色など
細部を見て，分かったことや気付いたことを書き
込む。
⑤　「知る／調べる」
　→作品について，題名，作者名，時代，作品の種類
などが分かる補助資料や，壁面の掲示物を見る。
⑥　「想像や推理を働かせる」
　→分析的に見て気付いたことや，補助資料などから
得た知識を基に，作品のよさや美しさについて想
像や推理を働かせ，課題に対する自分なりの考え
をもつ。
⑦　「深く味わう」
　→課題に対してもった考えを伝え合い，多様な見方
や感じ方があることを共有してから，改めて作品
を見る。
⑧　「作品を評価する」
　→本時の授業を通して作品について分かったことや
感じたこと等を描く。
　学習環境は，気に入った作品を選んだ子ども同士で
グループを組み，話し合いを通して学び合いや，目標
や情報の共有のできるようなものにする。これらのこ
とから，課題解決を目指して，友達と学び合いながら
鑑賞することで，子どもたちが感覚を働かせて，作品
のよさや美しさを捉えることができるようになると考
えた。
（１）題材の内容
　実践した題材内容は，下記のとおりである。
①　対象学年：小学校５年生（37名）
②　実施日：2011年11月
③　活動場所：図工室
④　題材名：「浮世絵研究所」
⑤　題材の目標：浮世絵を見ることに関心をもち，友
達とのやりとりから表現の意図や特徴を捉え，よ
さや美しさを感じ取る。
⑥　鑑賞作品：「当世踊子揃　石橋」（喜多川歌麿），
「三代目大谷鬼次の奴江戸兵衛」（東洲斎写楽），
「冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏」（葛飾北斎），
「名所江戸百景亀戸梅屋敷」（歌川広重）
⑦　補助資料：題名，作者，時代，題名の解説（知る／
調べる際に配布）
⑧　壁面の解説：技法，様式，歴史的背景の簡単な解
説（最初から各グループに掲示）
⑨　指導計画：全２時間。
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　　最初に作品を見て，直観的に感じたことを話し合
う。次に，分析的に見て，気付いたことや資料な
どから分かった，表現の意図や特徴を伝え合う。
最後に，クラス全体で浮世絵のよさや美しさにつ
いて話し合う。
⑩　活動形態
　　「なぜ，浮世絵は外国の画家に多大な影響を与え
たのだろうか」という課題について，子どもたち
は浮世絵についてグループで調査する。その後，
クラス全体でグループで調査したことを報告し合
い，話し合う。
（２）研究の方法
　上述した内容の題材を実践し，以下のような方法で
観察を行う。
①　活動記録：活動過程の写真，発話記録，ビデオ動
画
②　児童記録：模造紙に貼った付箋紙
③　活動終了後の質問紙票
　上記を資料とし，抽出場面の会話分析，質問紙票の
集計，場面考察を行う。質問紙票の内容は［表２］に
示す。
表２　質問紙票の質問事項
問１ 浮世絵について，分かったことや新たに思ったこ
とは何ですか？ 
問２ 友達と絵を見て話し合いながら鑑賞する学習をし
て，思ったり感じたりしたことは何ですか？
６．活動の内実
　題材を実践し，観察できた具体的事例を挙げながら
考察していく。
（１）鑑賞した作品
　浮世絵版画とは，版木に彫刻刀で図柄を彫り下絵を
凸版に起こして，墨や絵の具で和紙に摺り重ねて仕上
げる，多色刷りの木版画のことである。浮世絵には「役
者絵，美人画，風景画」の三大画題があり，本題材で
は，それぞれ異なる特色や工夫が見られる４枚の浮世
絵を取り上げた。①下から睨み上げるように顔を突き
出し，胸前に両手を突き出した役者絵，「三代目大谷鬼
次の奴江戸兵衛」東州斎写楽（図１），②華やかな髪飾
りに振り袖をまとった踊子が，顔の下で両手を握りし
めている美人画，「当世踊子揃　石橋」喜多川歌麿（図
２），③大波が小舟を襲うようにせり上がり，遠くに富
士山が小さく見える風景画，「冨嶽三十六景　神奈川沖
浪裏」葛飾北斎（図３），④「臥竜梅」を前景に大きく
描き，その枝の間から梅林や遊山客を見るという大胆
な構図の風景画，「名所江戸百景　亀戸梅屋敷」歌川広
重（図４）
　どの作品にも表現されている特色や工夫は，「線描画
法」「迫力のある構図」「色鮮やかな色彩」である。そ
のため，感じや表されているものは分かりやすい。し
かし，表されているものは見た通りではなく，計算さ
れた構図や色づかいで表現されており，詳しく見ると
新たな気付きが次々と生まれ，さらによく知りたくな
る奥深さをもっている。
（２）活動の実際
　導入では，背景に浮世絵の描かれているゴッホの「タ
ンギ―爺さん」を紹介した後，４枚の浮世絵を提示し，
「外国の画家に多大な影響を与えた，浮世絵のよさや
美しさとは何だろう」という課題を与えた。そして，
子どもたちは好きな絵のグループに分かれて課題に取
り組んだ。
　ここからは，実際に子どもたちの中でどのような鑑
賞活動が行われていたのか，抽出事例を基に考察して
いく。役者絵，美人画，風景画を選んだグループの中
で，男女混成のグループになったのは，美人画と風景
画（冨嶽三十六景）であった。今回は，そのうちの美
図１ 図２
図３ 図４
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人画のグループを抽出事例とした。
○グループの学び（抽出事例）
　美人画を選んだ５人は，作品を見て直観的に感じた
こととして，次のように出し合っていた。
Ｃ１「江戸によくいるような人。」
Ｃ２「色が鮮やかできれい。はっきりしている。」
Ｃ３「すごく色が華やか。」
Ｃ４「おしゃれをしている。」
Ｃ５「変わっていて華やか。」
　これらは，次のように分類できる。絵そのものの漠
然とした感想（Ｃ１，Ｃ５），描かれている赤やピンク
等の色から受けた感じ（Ｃ２，Ｃ３），描かれている線
等の形から受けた感じ（Ｃ２），着物の柄や髪飾り等の
描かれているものから受けた感じ（Ｃ４）である。
　次に，作品を部分的に見て，気付いたことや不思議
に思ったことなどを付箋に書いて貼っていった（図
５）。
　付箋に書かれていた内容は，自分たちの気になる所
から部分的に見て，描かれているものについて気付い
たことであった。そのため，この段階では，描かれて
いる女の人がどんな人なのかまで考えていないことが
分かる。つまり，この段階の子どもたちには，この絵
には何が描かれているのか考えるためのきっかけが必
要だと考えられる。
【付箋に書かれていた内容】
「目が細い。」
「肌が白い。」
「口がちっちゃい。」
「なぜ，はちまきをしているのだろう。」
「顔の割に手が小さい。」
「頭が痛くなりそうな飾りをしている。」
「花の飾りがかわいい。」
「口がおちょぼ。」
「眉毛が濃い。」
「鼻が高い。」
「ポーズが，ぶりっ子みたい。」
　そこで，補助資料を各グループに１枚ずつ配布した。
美人画グループに配布した補助資料の内容は，［表３］
に示す。子どもたちは，資料などから気付いたことや
分かったことなどを話し合った。
表３　補助資料の内容
題名 当世踊子揃　石橋
（とうせいおどりこぞろい　しゃっきょう）
作者 喜多川歌麿（きたがわ　うたまろ）
時代 1793～94年頃　江戸時代後期
題名の
解説
踊り子とは女芸者の一種で舞踊を芸とした若め
の芸者のこと。
石橋とは，能の「石橋」を歌舞伎舞踊化したも
ので，多くの種類がある。
　子どもたちは補助資料を読むと，次のような話し合
いを始めた。
Ｃ６「そろいって書いてあるのに一人しかいないのはお
かしいね。」
Ｃ７「でっかい絵の一部なんじゃないの？」
Ｃ８「ああ。他にもいたんじゃない？」
Ｃ９「周りにいっぱいいて，その人に目がいったんじゃ
ない？」
Ｃ10「髪の毛だって切れてるし。この人がメインなのか
な。」
　この会話からは，補助資料から題名である「当世踊
子揃」が分かったところで（Ｃ６），この絵がどんな絵
（Ｃ７，Ｃ９）で，この女の人がどんな人なのか（Ｃ
10）想像や推理を働かせていることが分かる。このよ
うに，補助資料などがきっかけとなって，絵について
の疑問をグループで共有したとき，子どもたちはその
課題を解決できるように様々な考えを出し合い始め，
ある程度納得する考えに到達するとその疑問について
の話題は自然に消滅したと推察される。
　最後にこれまでのまとめとして，浮世絵が外国の画
家に影響を与えた理由について考えた。
　ここでは各グループに教師が意図的に介入した。美
人画のグループでは次のようなやりとりが行われた
（図６）。
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Ｔ１「何が外国の人に影響を与えたの？」
Ｃ11（壁面の解説を見ながら）
「木版画が……。」（と言いかけて止まる。）
Ｔ２「みんながやった版画と何が違うの？」
Ｃ12「色が何色もある。」
Ｔ３「色が何色もあるから，どうなの？」
（子どもたちは，無言で考え始めたため，教師はその場
を離れる）
　Ｃ11の壁面の解説の内容は［表４］に示す。
表４　壁面の解説の内容
技法 フルカラーの木版印刷
様式 200年前に，江戸のあらゆる流行物を描いたもの
歴史的
背景の
解説
当時の浮世絵の価格はそば１杯分。誰もが気軽
に買えるものだった。
流行の着物を着た美人画や，歌舞伎俳優を描い
た役者絵，名所を描いた風景画などがあった。
地方の人には最高の江戸土産だった。
　その後，子どもたちは次のように話し合いを再開した。
Ｃ13「ゴッホの絵は，いろいろな色を使っているけど，
ごちゃごちゃしているね。」
Ｃ14「浮世絵は，外国の絵と比べると色がきれいでい
い？」
Ｃ15「何できれいに感じるのかな。」
Ｃ16「そうか，木版画だから色がはっきりしてきれいな
んだ！」
　この会話から，壁面の解説を見て，木版画であるこ
とに気付いたり（Ｃ11），教師の問いかけ（Ｔ２）から
多色刷りであることに気付いたり（Ｃ12）することが
できたと考えられる。
　また，「外国の絵に影響を与えた理由を考える」とい
う課題があったことで，外国の絵と浮世絵を比較して
（Ｃ14），木版画の色の鮮やかさに気付くことができ
た（Ｃ16）と推察される。
　さらに子どもたちは次のように会話を続けた。
Ｃ17「他には？　うーん。」
（貼られている付箋を眺めながら，）
Ｃ18「版画にしては細かい。」
（一緒に付箋を見ながら，）
Ｃ19「細かいところまで表現できている。」
Ｃ20「細かい？　それとも，精密な感じ？」
（と言って，髪の毛を指さす。）
　この会話から，自分たちが貼った付箋（図５）を改
めて見ることで（Ｃ17），昨年，自分たちが経験した木
版画に比べて，線が細いことに着目し（Ｃ18），髪の毛
などの精密な表現に気付くことができた（Ｃ19，Ｃ20）
と考察できる。
　その後，グループでまとめた意見を報告した。美人
画グループは次のように報告した。
「外国の画家に多大な影響を与えた理由は，木版画にし
ては色がはっきりしている，髪の毛などの細かい部分も
かなり精密に表しているからだと思います。」
　この報告から，美人画グループの子どもたちは，浮
世絵の特徴である「色鮮やかな色彩」「線描画法」につ
いて，グループの学び合いによる鑑賞から気付くこと
ができたことが分かる。
○学級全体の学び
　各グループからの報告内容を，学級全体で確認した
（図７）。
　各グループからの報告内容は次のようなものであっ
た。
Ｇ１木版画にしては色がはっきりしているから。
Ｇ２細かいところまで表現できているから。
Ｇ３江戸の名所だから。
Ｇ４波を青と白で鮮やかに表しているから。
図６
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Ｇ５有名な観光地の絵だから。
Ｇ６背景を描かずに人を目立つようにしているから。
Ｇ７全体的にコワイ，カッコイイ，はっきりしている
から。
Ｇ８日本の伝統を表していたから。
Ｇ９波の形が富士山の形と同じで，不思議な感覚を出
しているから。
Ｇ10荒波のすごさを想像して表現しているから。
　これらの報告の内容は，以下のように，浮世絵の特
徴に気付いている様子を分類することができる。
・「線描画法」Ｇ２，Ｇ９
・「迫力のある構図」Ｇ６，Ｇ７，Ｇ10
・「色鮮やかな色彩」Ｇ１，Ｇ４
　このことから，グループの学びでは気付かなかった
特徴も，学級全体で共有したことにより，補い合うこ
とが出来たと言える。つまり，グループから学級全体
の学び合いの鑑賞を通して，造形的な要素から，浮世
絵の表現の意図や特徴を捉えることができるように
なったと言える。
　一方，Ｇ３「江戸の名所だから」Ｇ５「有名な観光
地の絵だから」Ｇ８「日本の伝統を表していたから」
という報告内容は，授業者の意図とは違う意見であっ
た。しかし，「外国の画家に多大な影響を与えた理由を
考える」という課題に対して，異国文化への興味・関
心という点で，このような理由は決して間違いではな
い。そのため，浮世絵の特徴である，「線描画法」「迫
力のある構図」「色鮮やかな色彩」について，子どもが
意識化できるような課題の内容や，壁面の解説の内容
について再検討する必要があると考えられる。
７．実践後の意識調査
　実践の活動後に行った質問紙票による意識調査の結
果を示す。
（１）浮世絵について新たに得た見方や感じ方
　問１の「浮世絵について，分かったことや新たに思っ
たことは何ですか？」について，パーソンズの五つの
認知発達段階を参照した結果は，［表５］の通りである。
ここでは，第二段階（美とリアリズム），第三段階（表
出力），その他の３つに分けて識別した。
表５　新たに得た見方や感じ方と出現数
段階 内容例 数
第二段階
（美とリア
リズム）
髪の毛や波の所など，本物のように細
かく彫刻している。
12
木版画の高度な技で色の区別を表現し
ている。
５
背景をあまり細かく描かずに，中心に
なるものを目立たせている。
４
第三段階
（表出力）
髪飾り，波，枝など細かく表現されて
いて，日本らしい雰囲気を感じた。
10
茶色と緑の着物や，白と青の波など，色
遣いに日本らしい雰囲気を感じた。
１
その他 外国からも評価される浮世絵は，凄い
絵だと思った。
５
　グループで調査したり，クラスで調査結果を共有し
たりした活動を通して，全員が浮世絵について新たな
見方や感じ方を獲得していた。第二段階の（美とリア
リズム）に当てはまる子どもが21名（56.8％），第三段
階の（表出力）に当てはまる子どもが11名（29.7％），
その他の子どもが５名（13.5％）と，第二段階に当て
はまる子どもが一番多かった。第二段階，第三段階の
内訳を見ると，最も多いのは，「線描画法」による細か
さであった。これは浮世絵の特徴として捉えてほしい
内容であり，今回の活動が分析的な観察力や推論的な
思考力を働かせることにおいて効果的であったことが
分かる結果である。また，第二段階においては，残り
の捉えてほしい特徴である「大胆な構図」と「はっき
りとした色遣い」についても，概ね捉えていた。しか
し，その他の子どもが，外国から評価されていること
による凄さを理由として捉えていたことについては，
学級全体での報告内容の際に指摘したように，課題の
内容に問題があることを裏付けていると考える。さら
に，質問紙票の発問の内容にも問題があったと推測さ
れる。問１の内容が「浮世絵について，分かったこと
や新たに思ったことは何ですか？」となっていたため，
分かったことを答えた第二段階の子どもは，捉えた浮
世絵の特徴を記述していたが，その他の子どもは，思っ
たことを優先して記述していた。そのため，凄い絵だ
と感じた理由が，作品を見て捉えた浮世絵の特徴より
も，外国から評価されたことという課題の内容になっ
てしまったと推測される。このことから，質問紙の内
容は，１つの質問につき１つの内容に絞るべきであっ
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たと言える。
（２）学び合いの鑑賞で得たこと
　問２の「友達と絵を見て話し合いながら鑑賞する学
習をして，思ったり感じたりしたことは何ですか？」
についての結果は，［表６］の通りである。ここでは，
協同のよさを感じている，意欲に結びついている，そ
の他の３つに分けて識別した。
表６　学び合いで思ったり感じたりしたことと出現数
観点 内容例 数
協同のよさ 友だちと話し合うと，自分が気が付か
なかったところが見付けられた。
自分の意見が確かめられた。
25
意欲 友だちと一緒に楽しくできた。
いろいろなことが考えられた。
たくさん見付けられた。
よくみるととても細かかった。
10
無答 ２
　学び合いによる鑑賞活動について，協同のよさを感
じた者が25名（65.8％）と最も多く，友だちと話し合
うことで，自分が気が付かなかったところを見付けた
り，自分の意見を確かめたりできるよさを感じている
ことが分かる。友だちと楽しくできたなどの意欲に結
びつけた者が10名（27％）いたことから，学び合いの
鑑賞活動そのものの楽しさを感じていると推測され
る。
　これらの結果から，学び合いによる鑑賞活動は子ど
もたちにとって概ね有効な学習活動であったと言え
る。
８．結論
　状況的学習観に基づいた授業実践では，子どもに
とって，友達の意見，教師からの問いかけ，壁面の解
説，補助資料，作品（教材）などはすべて等しく並置
されていた。このことから，図８のような，互いを環
境とする相互行為空間がつくり出され，自分たちの興
味をもとに主体的な鑑賞が行われていたことが明らか
になった。奥村の明らかにした，美術館における子ど
もの鑑賞行為11）との違いは，学校の授業であるため，
教師の提示する「主体的な鑑賞活動のプロセス」に沿っ
て子どもの鑑賞行為が進んでいたことである。
　互いを環境とする相互行為空間においては，子ども
が感覚を働かせて作品のよさや美しさを感じ取る上
で，分析的な観察力や推論的な思考力を働かせること
において効果があることが，抽出事例の子どもたちの
発話の様子から明らかになった。
　また，「外国の画家に多大な影響を与えた浮世絵のよ
さを考えよう」という課題は，「自分たちの興味をもと
に主体的に鑑賞する活動」になっていたことが，発話
と動画の記録から明らかとなった。しかし，この課題
の内容については検討する必要があることが学級全体
での報告内容や，質問紙票の意識調査から明らかに
なった。
　好きな絵を選んだ友達と研究員になりきって鑑賞し
たことは，協力し合いながら，何を表している絵なの
か捉えたり，浮世絵の特徴を捉えたりすることができ
ていたことが，質問紙票の意識調査から明らかとなっ
た。このことから，相互行為空間の中で自分の興味を
もとに主体的に鑑賞した作品は，子どもたちにとって
の名作になったと言える。
９．より効果的な鑑賞の授業の提案
　授業実践の結果から明らかになった成果と課題か
ら，「学習で使う資料や教材」，「学習の動機」，「学習で
得られるもの」という３つの要素を踏まえた，より効
果的な鑑賞の授業を提案する。
　まず１つ目の「学習で使う資料や教材」について，
子どもたちは，自分の視点で，活動内容に応じて，必
要なときに必要なだけ使っていたことから，子どもに
とっては，教師や作品等は並置であることを踏まえた
学習環境にしていくことが大切だと考える。例えば，
鑑賞する作品に関する解説や作者についての資料など
を子どもの必要に応じてすぐに使えるような準備をし
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たり，パソコンを用意してインターネットで調べられ
るようにしたりすることが考えられる。ただし，授業
であるため，鑑賞の過程に沿ったものになるよう，資
料や教材を出すタイミングを配慮する必要があると考
える。また，授業の最初から掲示しておく壁面の解説
などの資料については，情報過多にならないよう子ど
もの課題解決に向けての意識の変容を踏まえた内容に
する必要があると考える。
　２つ目の，「学習の動機」について，子どもたちは，
課題を解決したい，疑問を明確にしたいという強い思
いから鑑賞が進んでいたことから，子どもが積極的に
活動に参加できるような課題を設定することが大切だ
と考える。また，今回の「外国の画家に多大な影響を
与えた理由を考える」という課題のように，課題解決
をしていく上で，感覚を働かせて作品のよさや美しさ
を捉える必要が生じるような，その題材で培わなけれ
ばならないものが，その課題を解決する過程に埋め込
まれている課題にしていくとよいと考える。ただし，
今回の実践でも明らかになったように，課題を解決し
ていく過程において，その題材で培わなければならな
いものが，子どもに意識化されるような工夫を施す必
要がある。
　３つ目の，「学習で得られるもの」について，子ども
たちは，学び合うグループへの参加を増大していたこ
とから，互恵的な関係を築けるようなグループを編成
することが大切であると考える。基本的には今回のよ
うに自分の気に入った作品を選んだ子ども同士でグ
ループを組むことが考えられるが，学校においては，
普段から子どもたちが互恵的な関係を築けるよう，学
級経営や教科経営を通して良好な人間関係作りをして
おくことが大事になる。また，活動終了後の質問紙票
について，今回は，教師による子どもの意識調査とい
う意向の強いものとして行ったが，子どもたちの学び
の振り返りとして活用していく方が望ましいと考え
る。そのため，この学習で何が分かったのか，どのよ
うなことを感じたのか，一つ一つ確認できるような質
問内容にする必要があると考える。
〔参考文献〕
１）森坂実紀人「美術館の鑑賞支援プログラムを参考にした鑑
（もりさか　みきと）
賞活動の開発―小学校図画工作科における鑑賞指導の研究
―」『群馬大学教育学部附属学校教育臨床総合センター紀
要』第27号，2010，pp.299-306．
２）森坂実紀人「低学年における，鑑賞の授業の工夫―言語活動
を重視した鑑賞学習の研究―」『美術科教育学会』第32号，
pp.417-427，2011．
３）ジーン・レイブ＆エティエンヌ・ウェンガ （ーJean Lave and 
Etienne Wenger），佐伯胖訳『状況に埋め込まれた学習　正
統的周辺参加』産業出版，1993，p.1.
４）茂木一司編『協同と表現のワークショップ　学びのための
環境のデザイン』東信堂，2010，p.30．
５）マイケル．Ｊ．パーソンズ（Michael J. Parsons）尾崎彰宏／
加藤雅之訳『絵画の見方　美的経験の認知発達』法政大学出
版局．1996．p.11．
６）国立教育政策研究所教育課程研究センター『評価規準の作
成，評価方法等の工夫改善のための参考資料』教育出版，
2012．
７）奥村高明「状況的実践としての鑑賞―美術館における子ど
もの鑑賞活動の分析―」『美術科教育学会』第26号，p.159，
2005．
８）窪田光男「『状況的学習論』再考：教育実践と研究への新た
な可能性」『言語文化=Doshisha Studies in Language and 
Culture 』第14巻　第１号，p.103，2011．
９）奥村高明，前掲．p.155..奥村は，事前授業を実施したこと，
あるいは感想カードという課題を設定した小学校の子ども
たちは，美術館での鑑賞活動について，来館以前に「自分の
興味をもとに主体的に観賞する場所」としてデザインされ
ていたと述べている。
10）新井哲夫「造形活動における子どもの発達的特性をふまえ
た鑑賞教育の方法論に関する研究」（平成８－10年度科学研
究費補助金　基盤研究（Ｃ）（２）　研究成果報告書，1999），
p.75..　新井は，ケネスクラーク，吉川登，エドモンド・Ｂ・
フェルドマンらの研究を踏まえ，鑑賞活動のプロセスを以
下のように七段階モデルとして提示した。
　①「作品に対して興味・関心を抱く」
　②「直観的に見る（作品全体の感じを捉える）」
　③「分析的に見る（細部を確かめる）」
　④「知る／調べる（作品や作者について事実関係を知る）」
　⑤「想像や推理を働かせる（表現内容や作者の制作意図などに
ついて推理する）」
　⑥「深く味わう」
　⑦「作品を評価する（作品の優劣や歴史的意義などを判断す
る）」
11）奥村高明，前掲．p.159．
状況的学習観に基づいた図画工作科の鑑賞 215

